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秋田県南秋田郡昭和町槻木のナウマンゾウ化石産地調査報告

加藤万太郎

第1図調査地点

I まえがき

Urtfll町槻木の天然アスファルトはlﾘli台20年代から採川|’

されてお'）、その最盛1Ulにあたるmii338年に、アスファ

ルトの'11からゾ．ウの化石が採集されている。国立科‘γ:博

物館の台11膿によれば、明摘39年lノイ、羽後国豊川村槻木

広Ill庄三郎が|日象歯化石148，11而乳類の'骨157(三ｲ@)、牛

ノ角化石34、鯨骨化石172、immm年採集）を寄贈して

いる。

天然アスファルトの｢|'から大)flli吠の化石が出た例は外

国にもあI)、アメリカのロスアンゼルスにあるタールの

池は特に有名で､ある。槻木にある天然アスファル|、も、

ロスアンゼルスのものと類似のもので電あ0、今後調査を

進めることによって、多くの動物化石が出てくるものと

考えられる。

しかるに､ゾウの化石か発見されたのは､7()年以上も

前のことで･あり、その後豊lll7IlIIIIの中心部として|荊発さ

れたために、当時の姿はほとんどわからない。このよう

な事IIfから、今回は、化右採柴皇'l時の情況を知っていた

唯一の生存者、槻木部落の佐々木金諭氏（85才）の記憶

にもとづいて採集地点を確認するとともに、周辺の地j杉

地質、天然アスファルトの分布など、今後化石探査を進

めるのに必要な基礎的盗料をｲ;,'ることを目的として洲盃

を行ったので､、その概要を報'I-.する。

訓在にあたっては、II締ⅡⅢI教育委員会をはじめ、槻木調盃にあたっては、,'林Ⅱ川教育委員会をはじめ、槻木部落、土地所有者鈴木繁郎、東北石油株式会

社および畑耕作者一同の械極的な賛同を得、昭和川方上地方文化研究会々員の械極的な参加を得て実

施されたことを付記し、心から‘洲意を表する。

11調査地点の位置

II召和町.槻木は、町のほ､.'!ﾘとにあた'}、国鉄奥羽本線の大久保駅から東南東に約4』,",の地点にある。

ゾウの化石が採集された場所は、’縦川ハ'11Ⅱの中て､も岐初に|州発されたところで、東西に連なる台地の

北側山腹にあた0、標高およそ30'"の段丘となっている。この地域は|り1論の噸、天然アスファルト（俗

名カブ）を採掘したことからカブIllとII平ばれている。

Ill調査計画

1.発掘調査地点と面積

秋田県南秋田郡昭和町豊川槻木m戸下53のL.ffi36m!
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調査期間、昭和50年10川2011～51#.lP31Hまで．、リr外~作業は5,i)年iLBmn」まで､。

調査主体､秋田県立博』吻鈍

調盃jiI当、昭和町方土地ﾉﾉ文化研究会代表宮Ill松夫

協力機関、I1召和町教育委興会

指 導肴、秋田県立博』物航加藤万太郎波 部 屍

洲盗のj進めかた。
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Iljj論38年にゾ､ウの化71が!¥¥た地‘1.1,(を確認
第2図元木山公園一草生士の地形

し、抑'リおこして地下の様子を洲くる。こ

の際に泳意事項として、岐初に埋めた土だ

けをｲ)Aリあげること、埋めた土に化石の破

片が含まれていると考えられるので､、掘り

あげる際に｜･分注意すること。洲査中に万

一化ｲiが出ても、今'且lは本格的な採集はお

こなわないこととし た 。 m z m i

一方発 掘 地 点 の 地質を明らかにするため

に、周辺の地形、地質についても併せて調

査するとともに、今後の研究査料として天
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然アスーファルトおよび油IllのI州発に関する資料もできるだけ収集することとした。

Ⅳ調査の経過

10月20～2411発掘地点周辺の地形、地質の調査と畑作物、薮の刈0はらい等事前作業。

〃25～28日第一次発掘作業、参ﾉ川者延3()名、ゾ・ウの化石が出た地ﾉ',iの埋め土の除去をする。

11月5～12日第二次発掘調在、36*以内の埋め士を完全に除去、ゾ・ウの化石採集切雨を確認する。

12月6日第三次発掘洲盗、純|刑を広めアスファルト 採 州 跡 と 、 下 部 の 映 屑 を 調 査 す る 。

V昭和町豊川地区の地形と地質

草生土から盤j||油田を通0元木Ill公|制に至る尾根を投影して作ったのが第2I刻下~の断面である。こ

のようにして見ると、標高5()"』のほぼ水平な面と、束:i'iiが標高約30"-、元木1llで､は20'〃を示す化向斜し

た面との2段の段丘があることがわかる。実際にはこれらの面をぬって流れる多くの谷に浸食されて

複雑な地形となっているために、一般には気づかれていない。

この山地をと’）まく平野は、標,;;数メートル以内の低地で．、西に行くほど低くな')、八郎潟Iy辺で・

は0”↓地'階となっている。

元木山公|側から豊川油Illにいたる山地の地質を概観すると、標高10～20'"の範囲に礎層が分布して

おり、この喋層の下には油Illの母岩で、ある第三系'I'新統の泥岩が分布し、H,iriから上は更新統の地層

が見られる。

1.第二系の地質構造

今回の調査は天然アスファノレト産｣也における第三系の描造的特色を11ﾉ]らかにするために周辺の地質

を概査した程j変で､あり、今後検,副・を要する点もあるが、これまで･の成果をまとめると次のようになる。

第三系は中新統女川層の硬賀泥岩と船)'|層の黒色泥岩であり、椛造は南北を軸とするしゅう曲構造

をなしている。主なしゅう曲軸は、元木山、荒促根、草生土を通る3本の背斜軸とこれらにはさまれ
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る2本の｢6]斜軸が認められる

豊川油田は荒'是根と草牝土を.lljiる2本の背斜*lllに沿って形成した鉱床である。一方天然アスーファル

トの産地は、主としてゞ荒長根をj山る背斜iiiliに沿って分布している。

2．第四系について
第3図第四系地質柱状図

第3図に見られるように下部には厚いl緊層があり、その
元木111公1ｺ

農
上にラミナーの発達した砂{梁層が見られる。次にilif青皇色の泥

層があ'）、この泥質の地層にはヒシのほかマコモ、アシの

地下茎など湿原または沼の植物遺体が多く含まれている。

その上には再びラミナの見られる砂層となり、蚊上部は赤

褐色の表土となっている。ところにより古砂丘と兄られる

砂層がのっているがその詳しいことはわかっていない。

韮
陰劉

『識灘鮮篤就憧毒議

第4図ナウマンゾウ化石採集地点周辺の地形と地質場合は地層とは無関係に表土の上にで、きているの

＝

で容易に見分けることができる。
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Ⅶ豊川油田における天然アスファルトの形成期

鋪5図は現在まで､に知られているⅦ川油田の天

然アスファルトの分布を示す。l、2，3は明治

2()年代から大正初期の天然アスファルト採掘最廠

期に、4，5，6は第二次大戦中に妹Mされた場

所で、あり、6地点の採掘は昭Alio年代まで継続さ

れていた。7，8にも露頭があるとのことで､ある

がまだ十分に調査されていない。

これらの天然アスファルトの産出地点を見ると

2，3は標高30メートルの段丘堆稜物に含まれて

いるが、他はすべて現在の平野か、その周辺部に

形成されている。従ってこれらを形成時代別に分
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美5図豊川油田における天然アスファルト分布図 けると2，3は更新世のもので．あ0、他はいずれも

完新世に形成されたものと推定される。

ゾウの化石が出た天然アスファルトは2の位置に

あたり、先に説明した3()"‘段_丘の堆積物で､ある。50

"‘段丘はリス・ウルム間氷期に形成されたと考えら

れているので．、3()皿段_丘はそれ以後に形成されたも

ので､あろう。

Ⅷ発 掘調査について

佐々木金治氏の証言にもとづいて、明治38年に化

石を採集した地点を確認し、この地点を中心に6×

6：367"2を今Iulの発掘調査範囲とし、アスファルト

を採掘した後に埋めた土を除いて採掘i勘､を伽'）出し

てみた。（第6図）

この採掘跡にもとづいて、

ゾウの化石の産川状態を調

べた。採掘跡の調査が一応

終った後に、束、西、南の

三方｢nJにそれぞ､れ4γ"つつ

範mを広げて、地層の広が

')、天然アスファルトの産

状、特に底部の礎層の状態

を調べた。

1.地下の状1兄

表土は40c'"程度で．あり、

これを|衆〈と一部はドロダ

メ（石油採掘当時、井戸か

ら出る塩水や原油を池に流

しこみ、表面に浮いた原油

を採集した跡《）があ'J、ヘ

ドロが厚さ60c"i程堆稜して

いる。このヘドロ層の下に

天然アスファルトの採掘勘；

が残っている。

天然アスファルトの採掘

は一様に平坦に掘ったので、

はな<、良質のものを求め

て重点的に採掘したらしく、

'1111位の悪い場所は掘り残さ

れている。佐々木氏の話に

第 6図発掘調査図
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よれば、採川当時は、「ところどころに深い穴があり、深いものは十尺以上もあった」と語っている

ことからも異づけられる。

ドロダメの深さは表面から1〃'ぐらいで､一定しておt)、その下に採掘跡と未採掘の部分があるが採

掘跡に埋めた土は軟かいので容易に除かれる。

2．地層と天然アスファルト

ドロダメのない場所では、表土の下に天然アスファルトの屑が見られる。これはアスファルトを含

む砂層で、アスファルトの多い部分は黒色となﾄ)、少ないところはiir,青色で．ある。この層の厚さはl20c'”

程度で鴫、ほぼ一様な厚さで､広がっている。この層の下部はしだいに喋質となっている。

アスファルトを含む砂層の下は径So"』以下の喋層となってお|）、今回の調査で･は地表から約3m下

まで､調査したが底はすべてこの喋層で､あった。従って喋層の厚さは2加以I之で．ある。この喋層もアス

ファルトまたは原油で満されており、アスファルト化したところでは固結しているが、原illlの部分で、

はいるぬるしている。

砂層と礎層の境および嘩層の中には埋れ木が含まれており、大きいものは直径30cm以上のものがあ

る。埋れ木は掘0出した瞬間は、オレンジ色の断面をしているが取り出すと間もなく暗黒色に変色す

る。材質は風化して軟かい。

天然アスファルトの出方には、二つのタイプ。があり、一つはアスファルトを含む砂泥層の状態で産

出するものと、他は地下から原油か湧き出た際に塊状となって沈殿したもので､ある。このように、今

回発掘した地点の天然アスファルトは、いずれも水底にできたものと見られるが、塊状アスファルト

の下は、湧出点に続くと′思われる樹根のような長い根（アスファルトのフィルム）が見られる。

土地の人々 は天然アスファルトを「カブ緩」とII平ひ､、この地,ll､(を「カブ需山」といっているが、これは、

切株を‘思わせるような塊状のアスファルトにつけられた愛称と,患われる。

3．ゾウの化石産出跡について

今回の調査で､は、化石そのものを見ることはできなかったが、佐々 木金治氏の証言で．、明治38年に

ゾウの化石を採集した跡に相違ないという場所を確認することができた。第7図に示しているように、

未採掘地と採掘地との境界に沿って幅60c腕、深さ2'凡の排水溝跡があn、この排水溝の一部に、幅1.5、

長さ3.3'”、1采さ地表から2.1郡の部分がある｡その状態はﾈぇﾐをのんだヘビの腹のようになってい

る。佐々木氏に見てもらったところ、ゾウの化石を掘った跡にまちがいがいないとのことで．あった。
この地点が､ﾉ需ウの化石が出た跡だとすると化石は

第7図発掘地点見取図

アスファルトを含む砂層ではなく、その下のI喋層に砥地

、と112 雲含まれていたものと見られる。I喋層については先に

説明したように、原油の部分は今でもぬるぬるして

いることから、ゾウがいた頃は、嘩層が噴出する原

油に押し上げられて「ぬかるみ」となっていたこと

が想像される。

第7図に兄らオLるように、佐々木金治氏が最初に

決めた化石採集地.点と発掘調査によって確認された

採集地点とはほとんど一致している。氏が化石採集

の現場を見たのは15才頃で､、実に70年前の記|意で､あ

ったが、その正確さには感心した。氏の説明による

と「化石が出た地点は､カブ雷を掘ったところと掘ら
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ないところの境に近い部分で、カブの衝はあまu良くなかった。カブを掘ったときは、深いところはl(）

尺以’--も掘ったところもあったが、、ﾉ論ウの化ｲjが川たところは、そんなに深くない、せいぜい6～7

尺で､、ゾウの'肯はカブの'11にはいっていたが'骨のかけたところは''1かつた。大きい骨もあったが大部

分は州るときに'Mられていたと,W､う°その'I'にキバもあって、大変めずらしがって見たものだ。出た

化石はみんな川リ上げたようだが、かけらぐらいは吸っているかもしれない」とのことで．あった。調

査の結果は佐々木氏の証言j血りで．、結局化イ｢は何も残っていなかったし、吸っているアスファルトも

品位の悪い部分であること、化イIをmつた跡；は、発伽jIJに説明された状態とほとんど一致しているこ

とが確認された。氏はこの｢洲炎が終った1075年12H2511、85才のki)liをとじた。泊j齢とは,思えないほ

ど)“〈で色々と現地を指導していただいたことを感謝し、心から&人の冥陥を祈るしだいて､ある。

Ⅸまとめ

1975年の調査結果をまとめると次の通0て､ある。

1．蝦111油田周辺の地形、地質と天然アスファルトの分布が明らかになった。

2．ナウマンゾウの化石採集地iirの地~ドの様子かほぼ|ﾘlらかになった。

3.BHi台38年に､ﾉ尋ウの化石を採集した跡を確認することができた。

4．ゾウの化石は下部の喋層に含まれてお'）、今後この喋層を追跡~することによって、大型獣化易

発見する可能性があることがわかった。

以上の成果にj,§づいて、1976年以降は今I"lの発掘純IIf]の北側をリ|続き調査したいと考えている。

大型獣化石を
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